
平成３１年度重点目標達成のための行動計画（アクションプラン）
高岡市立国吉中学校

具体的な達成目標

重点目標 主体的・協働的な学びを通して、生徒の社会性と学力を高める
－ 自尊感情を高め、学び合いを充実させる －

１ 自尊感情を高める教育活動の推進
・ 係活動や生徒会活動で、自分（子供）は役に立っていると思う

……… 生徒 80％ 保護者90％
・ 自分にはよいところがあると思う生徒 ……… 生徒 80％ 保護者90％

２ 「対話」を重視した学び合いの充実
・ 授業の中でよく考え、意見や考えを発表する生徒 ……………………… 70％
・ 仲間と対話しながら関わり合って学んでいる生徒 ……………………… 90％

前 ・ 係活動や生徒会活動で自分（子供）は役立っていると思う(生徒76.6% 保護者78.5％)
年 ・ 自分にはよいところがある(生徒72.7% 保護者86.0％)
度 ・ 授業では、よく考え、自分の意見や考えを発表している(生徒57.2%)

・ 授業では、仲間と対話をしながら関わり合って学んでいる（生徒81.8％）

自尊感情を高める取組Ⅰ（小中連携の活動を含む） 「対話」を重視した学び合いの充実Ⅰ
１ 自己有用感を高める取組 １ 生徒指導の機能を生かした授業の展開

・生徒の活躍場面の設定、感謝の言葉 ・教師による説明と理解の確認
行 がけの推進 （称賛や認めることで自己有用感を高める）

２ 共感的な人間関係を育成する取組 ・考える時間の確保（自己決定の場を設ける）
動 ・互いのよさを認め合う場の設定 ・対話の場面の設定

３ 自己決定、達成感を味わえる場の設定 （課題提示の工夫や学習形態の工夫等）
Ⅰ ・授業、生徒会活動や係活動等で、生 ・多様な意見や考えを生かした深い学び

徒の主体性を育てる活動を充実 （互いの考えの良さを認め合う）
４ 教育活動の評価の工夫 ２ 考え、議論する道徳科の実践

・生徒の活動意欲向上につながる教育 ・発問を吟味した学習指導過程の構想
活動の評価の工夫 ・ペアやグループなど学習形態の工夫

○目標：自分にはよいところがある、自分は役立っていると思う生徒の割合の増加
中 方法：各取組での生徒による自己評価と保護者の評価等（生徒78％ 保護者85％）
間 ○目標：授業の中で、自分の意見や考えを発表すると同時に、級友の考えをよく聞くこと
評 で考えを見直すなど、学びを深める生徒の割合の増加
価 方法：教師の自己評価、公開授業や互見授業による相互評価、生徒の自己評価等

（自分の意見や考えを発表する生徒65％ 関わり合い学び合う生徒85％）
＊ 評価の結果は、学校評議員会やＰＴＡ役員会、学校ホームページ等で公開する。

行 自尊感情を高める取組Ⅱ（小中連携の活動を含む） 「対話」を重視した学び合いの充実Ⅱ
動 １～４は継続。 １～２は継続。
Ⅱ ５ 小中連携の活動の充実、PTAや地域と連 ３ 中間評価の課題解決のため、小中が連携

携した活動の推進(奉仕活動等)の推進 を強化して共通研修課題に取り組む

年 ○目標：自分にはよいところがある、自分は役立っていると思う生徒の割合の増加
度 方法：各取組での生徒による自己評価と教師の評価等 （上記の達成目標値）
末 ○目標：「対話」という小中共通の研修課題解明に向け、小学校教員との合同研修会にお
評 いて互いの研修の成果と課題を摺り合わせる。
価 方法：教師の自己評価、公開授業や互見授業による相互評価、生徒の評価等

（上記の達成目標値）
＊ 評価の結果は、学校評議員会やＰＴＡ役員会、学校ホームページ等で公開する。

次
年 中間評価や年度末評価、学校評議員の意見を参考に、本年度の成果や課題を明確にする。
度 次年度の義務教育学校開設に向けて、行動目標や学校評価項目等の設定に生かす。


